成人看護学概論　第1回
成人期の理解と生活課題への支援

目的
成人期の特徴や課題を理解し、成人が抱える生活課題を看護職としてどのように支援するかを考える。

目標
(1) 成人期のライフステージとしての特徴を説明できる。
(2) 成人に求められる社会的役割と、成人期にみられる心理的課題を説明できる。
(3) 成人が抱える生活課題への看護支援について、自分の考えを述べることができる。

授業構成（90分）
	時間
	内容
	方法

	15分
	成人期の定義と、ライフステージにおける位置づけ（青年期・壮年期・中年期との関係）
	講義

	20分
	成人に求められる社会的役割（就労・家庭・育児・介護）と、その負担
	講義

	15分
	成人期の心理的課題（アイデンティティの再構築、孤独感、ストレス、自己実現）
	講義

	20分
	生活課題を抱える成人への看護支援の視点（傾聴・情報提供・社会資源の活用など）
	講義・事例紹介

	15分
	事例（介護と仕事の両立、育児による孤立など）への支援をグループで検討する
	グループワーク

	5分
	発表とまとめ
	発表・講義


















1．成人期とは
（1）成人期の定義
· 成人期は、青年期を経て身体的な成熟がほぼ完了し、社会的・職業的に自立していく時期である。
· 年齢の区切りは資料によって異なる。看護学では、おおむね20歳前後から64歳ごろまでを成人期として扱うことが多い。
· 法律上の成年年齢は、民法改正により2022年4月から18歳になった（飲酒・喫煙は引き続き20歳から）。
※本資料では、老年期（65歳以上）は成人期の次の段階として扱う。

（2）成人期の区分
成人期はさらにいくつかの時期に分けて考える。区分の名称と年齢は資料により異なるため、目安として理解する。
	区分
	年齢の目安
	主な特徴

	青年期（後期）
	15〜24歳
	就学・就職、親からの自立、アイデンティティの確立

	壮年期
	25〜44歳
	就労の本格化、結婚・出産・育児など家庭の形成

	中年期（向老期）
	45〜64歳
	職業上の責任の増大、子の自立、親の介護、更年期、身体機能の低下の自覚

	老年期（高年期）
	65歳〜
	退職後の生活の再構築、健康の維持、社会との関わり方の変化



※年齢区分は「健康日本21」で用いられた区分を参考にした。

（3）青年期と成人期の違い
	観点
	青年期
	成人期

	位置づけ
	自立に向けた準備の段階
	社会的責任を実際に果たす段階

	生活の中心
	学業、進路・キャリアの模索
	就労、家庭生活の形成と維持

	主な課題
	アイデンティティの確立
	複数の役割の両立と自己実現




（4）成人期の発達課題
· 就労とキャリア形成
· パートナーシップの構築
· 家庭内役割の調整（家事・育児・介護など）
· 経済的自立と生活の安定
· 人間関係の維持と社会参加
ポイント：エリクソンの発達理論では、成人前期の課題は「親密性 対 孤立」、成人期（中年期）の課題は「生殖性（世代性）対 停滞」とされる。次の世代を育て、社会に貢献することが中年期の課題となる。

2．成人に求められる社会的役割とその負担
成人は、複数の社会的役割を同時に担う。それぞれの役割には期待と責任が伴い、役割どうしがぶつかり合う（役割葛藤）ことも少なくない。
（1）主な社会的役割と負担
	役割
	内容
	主な負担

	就労
	経済的自立、職業上の責任、職場の人間関係、キャリア形成
	長時間労働、仕事上のストレス、昇進などのプレッシャー、人間関係の摩擦

	家庭
	パートナーとの関係づくり、家事、家庭の運営
	役割分担の偏り、家事負担の集中、パートナー間の摩擦

	育児
	子どもの養育・教育・しつけ
	仕事との両立による時間的制約、育児ストレス、主に育児を担う人の孤立感

	介護
	親などの身体的・精神的な介護
	身体的疲労、経済的負担、精神的ストレス、仕事との両立の困難




（2）複数の役割を同時に担うことの影響
時間的余裕がなくなる：自分のための時間や休息を確保しにくい。
心身の健康に影響する：過労、睡眠不足、ストレスに関連した症状（胃腸症状、抑うつ気分など）が生じやすい。
役割葛藤が生じる：仕事と家庭、育児と介護など、同時に満たせない要求に直面する。
孤立・燃え尽きにつながる：周囲の支えや社会制度を利用できないと、孤立や燃え尽き（バーンアウト）に至ることがある。

3．成人期にみられる心理的課題
（1）主な心理的課題
	課題
	内容
	背景・関連要因
	生じうる影響

	アイデンティティの再構築
	役割や環境の変化に合わせて、自分のあり方や価値を見直す過程
	昇進・転職、結婚・出産、介護の開始などの役割の変化
	自信の低下、不安、抑うつ気分

	孤独感
	他者とのつながりが乏しいと感じる状態
	ワークライフバランスの崩れ、家族関係の不和、身近に相談相手がいない
	意欲の低下、ひきこもり、自己肯定感の低下

	ストレス
	心身に負担を与える緊張状態
	時間的制約、経済的困難、役割葛藤
	頭痛・胃痛・不眠・過食・抑うつなど

	自己実現の欲求
	自分らしく生きたい、やりがいを感じたいという思い
	単調な生活、職場での評価、家庭での役割による制約
	むなしさ、意欲の低下、生き方への迷い




（2）心理的ストレスと身体症状
ストレスは自律神経系・内分泌系・免疫系を介して、身体に症状として現れることがある。
例：動悸、胃痛、頭痛、めまい、肩こり、不眠、倦怠感、過換気症候群
心身症とは、身体疾患のうち、その発症や経過に心理社会的な要因が密接に関与しているものをいう（例：本態性高血圧の一部、過敏性腸症候群、緊張型頭痛など）。
注意：身体症状を「ストレスのせい」と決めつけない。まず身体疾患が隠れていないかを確認したうえで、背景にある心理的要因にも目を向ける。

（3）支援に必要な視点
心理的課題は、環境・ライフステージ・社会的役割と密接に関係していることを理解する。
表面的な症状だけでなく、その背景にある思いを傾聴し、受け止める。
必要に応じて、専門職（公認心理師、精神科・心療内科など）につなぐ。

4．生活課題を抱える成人への看護支援
（1）支援の基本となる3つの視点
	視点
	内容

	個別性の理解
	一人ひとりの生活背景、価値観、人生経験を尊重する。画一的な対応をしない。

	全体性の把握
	身体だけでなく、心理・社会・スピリチュアルな側面を含めて総合的に理解する。

	社会的背景への配慮
	経済状況、家庭環境、就労状況など、その人を取り巻く環境に目を向ける。




（2）看護職による具体的な支援
傾聴・共感的態度：否定せずに話を受け止める。→ 不安の軽減、信頼関係の構築
情報提供：相談窓口、介護保険などの制度、医療・福祉サービスを紹介する。→ 問題解決の選択肢を広げる
多職種連携：医師、保健師、ケアマネジャー、公認心理師、産業保健スタッフなどと協働する。→ 包括的な支援体制をつくる
セルフケア支援：睡眠・栄養・運動・ストレス対処の方法を一緒に考える。→ 健康の保持増進、自己管理能力の向上

（3）看護職として大切にしたい姿勢
その人らしさの尊重：多様な生き方や価値観を認め、固定観念を押しつけない。
エンパワメント：本人が主体的に選択し、行動できるよう、本人の力を引き出す。
非言語的サインへの感受性：沈黙や表情、しぐさなど、言葉にならない思いに気づく。

5．まとめ
成人期は、複数の役割と責任を同時に担う時期であり、身体的・心理的・社会的な課題が重なりやすい。
看護職は、個別性・全体性・社会的背景の視点から成人の生活を理解し、その人らしい生活を支える。









第1回　復習ワーク
Ⅰ　選択問題（最も適切なものを1つ選ぶ）
問1　成人期の特徴として最も適切なものはどれか。
A．心身の急激な発達がみられる時期である
B．社会的責任から解放される時期である
C．複数の役割を担いながら生活を送る時期である
D．加齢による心身機能の低下が最も著しい時期である

問2　成人に求められる社会的役割に含まれないものはどれか。
A．就労　　B．育児　　C．介護　　D．義務教育の履修

問3　成人期の心理的課題に関する記述で、正しいものはどれか。
A．社会的支援があればストレスは生じない
B．成人は自己実現を求めることはほとんどない
C．孤独感は成人期には無関係である
D．役割の変化に伴い、アイデンティティの再構築が求められる

問4　成人期の支援で看護職が重視すべき視点はどれか。
A．健康問題だけに注目する
B．全員に同じ助言をする
C．社会的背景も含めて理解する
D．対話よりも指導を優先する

問5　成人のストレス要因として適切でないものはどれか。
A．育児と就労の両立　　B．経済的なプレッシャー　　C．小学校生活への適応　　D．職場の人間関係

Ⅱ　記述問題
問6　成人期のライフステージとしての位置づけを、青年期との違いを含めて説明しなさい。（80字以内）




問7　成人に求められる社会的役割を複数挙げ、それぞれの負担の具体例を説明しなさい。（100字以内）





問8　成人期の心理的課題を1つ挙げ、どのような生活状況から生じるか説明しなさい。（80字以内）




Ⅲ　考察問題
問9　孤独感を抱える成人に対して、看護職としてどのように関わりたいか、理由も含めて述べなさい。




問10　成人のセルフケア支援で看護職が配慮すべき点を、例を挙げて述べなさい。

























解答例
Ⅰ　選択問題
問1：C　　問2：D　　問3：D　　問4：C　　問5：C
Ⅱ　記述問題
問6：成人期は青年期の後に続く段階で、自立に向けた準備の時期から、就労や家庭生活を通して社会的責任を実際に果たす時期へと移行する。
問7：成人は就労・育児・親の介護などの役割を同時に担う。長時間労働、育児と仕事の両立による時間不足、介護による身体的・経済的負担などが重なり、心身の健康に影響することがある。
問8：ストレス。育児と仕事を両立するなかで時間的・精神的な余裕を失い、休息がとれない状況から生じやすい。
Ⅲ　考察問題
問9：傾聴と共感を大切にし、安心して話せる関係づくりに努めたい。孤独感を抱える人は相談相手がいないことが多いため、まず思いを受け止めることが支援の出発点になる。そのうえで地域の相談機関や支援団体の情報を伝え、社会とのつながりを取り戻せるよう支援したい。
問10：例えば糖尿病のある会社員には、仕事の時間帯や外食の多さなど生活状況を把握したうえで、無理なく続けられる食事や運動の方法を本人と一緒に考える。一方的に指導するのではなく、本人が決めた目標を尊重することが大切である。





















第1回　事例演習：成人期の生活課題と看護支援
事例
Aさん（38歳・男性）はIT企業の中間管理職である。妻（36歳）、子ども2人（8歳・5歳）、要介護状態の母親（67歳）と同居している。残業が多く、部下の管理や業務調整に追われている。家事や育児は妻と分担しているが、母親の介護負担が増え、休日も介護や育児で休息がとれていない。最近は「仕事も家も負担が大きく、追い詰められている」と感じ、眠れない夜が続き、頭痛も頻繁に起こる。職場の健康診断後、産業保健の看護職による保健指導を受けることになった。

設問
問1　Aさんが担っている社会的役割を3つ挙げなさい。

問2　Aさんの役割負担から考えられる心理的課題を3つ挙げ、簡潔に説明しなさい。

問3　Aさんの頭痛や不眠はどのような仕組みで生じている可能性があるか。また、看護職として確認すべきことは何か。

問4　成人期のアイデンティティの再構築とは何か。Aさんの立場を踏まえて説明しなさい。

問5　「個別性」「全体性」「社会的背景」の視点から、Aさんへの支援を説明しなさい。

問6　Aさんへの具体的な支援策を3つ挙げなさい。

問7　面談で看護職が心がけるべきコミュニケーションを述べなさい。

問8　Aさんに対する長期的なフォローアップの内容を述べなさい。












解答例
問1：就労（中間管理職としての業務と部下の管理）、育児（子ども2人の養育）、介護（要介護の母親の世話）
問2：①ストレス：仕事と介護・育児の両立による精神的な負担。②孤独感：悩みを誰にも相談できず、孤立感が強まっている可能性。③アイデンティティの揺らぎ：管理職・父親・介護者と役割が増え、自分のあり方が不安定になっている。
問3：慢性的なストレスや睡眠不足が続くと、自律神経や内分泌のバランスが崩れ、筋緊張や睡眠障害が生じて頭痛・不眠として現れることがある。ただし、頭痛の原因はストレスだけとは限らないため、頭痛の性状・頻度、血圧、服薬状況、飲酒などを確認し、必要に応じて医療機関の受診を勧める。
問4：役割や立場の変化に合わせて、自分自身の理解を見直していく過程である。Aさんは、管理職・父親・介護者という複数の役割を抱えながら、自分らしい生き方を見つけ直そうとしている段階にある。
問5：個別性：職種、家族構成、健康状態を踏まえ、Aさんの事情に合った支援を行う。全体性：頭痛や不眠だけでなく、心理的・社会的状況も含めて捉える。社会的背景：介護保険サービスや職場の両立支援制度（介護休業など）など、利用できる社会資源を把握し、活用を促す。
問6：①傾聴と共感：思いを十分に受け止め、安心感を提供する。②情報提供：ケアマネジャーへの相談、介護サービス、職場の両立支援制度、ストレス対処法を案内する。③多職種連携：産業医、ケアマネジャーなどと連携し、支援体制を強化する。
問7：プライバシーが守られる環境で、批判せず共感的に受け止める。開かれた質問を用いて、ストレスや孤独感の内容を本人が言葉にできるよう援助する。
問8：定期的に健康状態（睡眠、頭痛、血圧など）と心理状態を確認し、介護・育児負担の変化に応じて支援内容を見直す。社会資源の利用状況を確認し、セルフケア能力の向上を支える。
1
